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１．背景
　SIシステムはOLやARDFなどのスポーツに用いられる、各ポイントの通過記録を含めて時間記録ができる画期的なシステムである。この用途には、SIシステム以外のものあるが、SIシステムを一式所有されているARDF新潟殿のご好意による貸し出しや、国内でメジャーなARDF集計システムARDFWINがSIシステムに対応していることもあり、国内のARDF大会では最もよく使われている記録システムである。
　各ゴール者のSI cardをSI managerに読み込ませ、結果のファイルをARDFWINで読み取ることでデータの受け渡しをしているが、途中結果の速報を出す場合に問題があった。それは、SIcardを読み込む（リーダに挿入する）操作と、読み込んだ結果をファイルに落とす操作と２つの操作が必要であったことである。作業的には決して大変ではないが、GOALでのスタッフワークは単純であるべきなので、課題であった。
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図 1　SIシステム全体
２．目的

　SImanagerとSIリーダ（SI Master Station）との通信内容を解析し、SIシステムをより深く理解するとともに、例えばSImanagerに代わるソフトウェアを作成するなどして、SIリーダにSIcardを挿入するとそれだけでARDFWINや自動速報システムへデータを受け渡しするファイルを作成する（すなわち１操作でファイル作成）ことを実現することを目的としている。

３．SIシステムについて
　ARDF新潟殿所有の見本セットベースで解析を行った。SIシステムにもバージョンが複数あるが、国内でこれからも多用される上記システムの範囲での解析結果である。また、SIシステムについての写真付き解説書（参考資料参照）を作成したので、あわせてご参照願いたい。
　なお、本ドキュメント(上記解説書含む)の内容は、あくまで表に見える部分の解析結果から技術者として推定できたことをまとめたのみで、内部の動作を解析したわけでも、解析結果をSI社に確認したわけでもないため、内容としては保証されない。従って、本解析結果により被害が発生した場合でも、筆者は一切の責任を負うことはできない。

４．アプローチ
　以下に構成図をしめす。
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図 2　解析システム構成図１

通常の使用においては緑のCOMポートモニタは不要であるが、解析のために動作させ、SImanagerとシリアルドライバ間でやりとりされるデータをモニタした。

　また、推測した結果を確認、さらには解析を深めるために、次の構成でもテストした。
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図 3　解析システム構成図２（擬似SI manager）


[image: image5]
図 4　解析システム構成図３（擬似SI master station）

　擬似SImanagerや擬似SIMasterStationはエクセルマクロ（VBA）で作成した。

解析対象の動作は以下のとおりである。

　◇MS（CS）に対するリード・ライト
◇SIcardリード

ただし、MS(CS)にライトを行う動作については、安全な範囲に最低限にとどめている。例えばバッテリリセットなどを行った場合、その後の動作に支障があることが考えられ、このようなテストは一切行っていない。また、MSについては、USB接続時も内部バッテリを消費していることも考えられ、極力瞬間動作で解析を行った。（実際には消費していない模様）
　また、MS(CS)の蓋を開けることもしていない。

５．結論
　SI managerとMS（CS）との間でやり取りされるメッセージ（コマンドやデータ）についての大半は解析できた。
しかし、データの詳細領域では未解析の部分は残ったのも事実である。データを故意に変化させて動作をみたが、その違いが表に出てくる（画面の表示が変わったり、結果ファイルの内容が変わること）ことを確認できなかった。結果に影響を及ぼさない内部データなのか、特別な条件で意味を持つデータなのかはわからない。
　結果としては、SI cardの読み込みという点では、エクセルマクロで読み込むことに成功している。今までのテストの範囲では、異常な動作は確認されていない。しかしながら、未解析部分が気残りであり、新プログラムで運用した場合に、何か問題が発生する可能性がある。というわけで、練習会や速報は別として、競技会の正式結果につながるデータを作成する手段としては、新方法は薦められない。正式結果用にはSI managerで読み込み、速報用には別プログラムで運用する方法もあるが、主催者にとってよほど大きなメリットがない限りは、現場作業が増えることとなるのでNGである。
　一方、いろいろいじった結果、SI managerの機能で有用な機能があることを発見した。それは、SIcardのリード時に、SI card挿入と同時に結果ファイルに落とすという機能である。これは裏技ではなく、正規の動作であり、別のプログラムを作成しなくても本来の目的を達成できることがわかった！！！
　すなわち、この時点で、本書の目的の大部分をクリアしてしまった。
　また、副産物としてSIシステムの解説書（前述）を作成した。特に時刻データの取り扱いについては、マニュアルを読んでもよくわからなかったが、解析の結果、明確になったので、その内容も記載している。

６．本書における用語の説明
６－１　MSとCS
　MS（Mater Station）：USBケーブルがついているSI station
　CS（Control Station）：USBケーブルがついていないSI station
である。両方をあわせて、SI stationとかSI control station と呼ぶが、広義の意味でControl Stationと呼ぶこともある。本書ではあえて区別してMSとCSと呼んでいる。

６－２　メッセージ
　SI manager（SI社提供のソフト）とMS（CS）との通信は、要求を出して応答するのが基本である。この要求と応答をあわせてメッセージと呼ぶ。
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図 5　PC⇔SI station　間のメッセージのやり取り

　一つ一つのメッセージの長さは１バイトから２００バイト近いものまでいろいろある。

６－３　伝送データ形式と内部データ形式
　本ドキュメントでは、同じメッセージであっても、伝送データ形式と内部データ形式という２つの形式表現をしており、使い分けている。伝送データ形式とは実際に送受信されるデータ形式で、内部データ形式とは伝送データ形式と相互互換性のあるフォーマットで、データの長さが固定長のデータ形式である。
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形式名
	説明
	メッセージ長

	伝送データ形式
	実際にやり取りされるデータ形式
	同種のメッセージでもデータ内容により長さが異なる

	内部データ形式
	内部で処理しやすい形のデータ形式
	同種のメッセージならば長さは同じ


例で示す。
　０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
　02 77 1d 08 03 04 05 9a 28 03
上記の１０バイトのデータは日時情報の問い合わせに対する応答であり、内部データ形式である。一方、この伝送データ形式は以下の１５バイトである。
　０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14
　02 77 10 1d 10 08 10 03 10 04 10 05 9a 28 03
ところどころに余計な１０が入っているのがわかる。
　内部データ形式の先頭と最後は０２と０３であるが、これはメッセージの最初と最後をあらわす特殊なコードである。実は１６進で００から１Fまでは特殊コードの扱いである。通信するデータの中に００から１Fのデータが含まれている場合は、特殊コードないことを示すために、その直前に１０を挿入しているのである。
　メッセージの説明をする場合には、伝送データ形式では説明しづらいので、以降、本書では、メッセージを表現する場合は、特別に断りがない限り、内部データ形式で表現をすることにする。
７．各動作においてやり取りされるメッセージ
SImanagerの操作に対応する各動作で発生するメッセージを説明する。
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図 6　SI manager 画面
	①
	Read
	SI cardをMSで連続読みする。SIデータを読み込む最も基本的な機能

	②
	Identify SI cards
	1個１個のSIを読み書きする。通常使わない。

	③
	Competition mode
	MS(CS)を競技会モードで読み書き

	④
	Training mode
	MS(CS)を練習会モードで読み書き

	⑤
	Set SI station clock time
	MS(CS)の時計をセットする

	⑥
	Read backup
	MS(CS)がかつて読み込んだ(チェックした)SI情報を読み出す。大会トラブルが生じたときのバックアップ用。


７－１ Read
　機能の目的：

　　ゴールした競技者から返却されたSI cardを次々と読み込む機能。競技開始後に必要な最も重要な機能である。
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図 7　Read SI cards画面

Read 機能でのメッセージのやり取り
	番号
	SI manager（PC）
	MS(CS)

	１
	04_SI read状態にせよ→
	

	２
	
	←26_SIRead準備OK

	３
	Read SI cards画面を立ち上げるとここまでやり取りされて、MSはONになる。

	４
	
	MSに読み込みたいSIを挿入する

	５
	
	←22_SI挿入検知

	６
	01_SIデータ送れ→
	

	７
	
	MSがSIcardを読むのに２秒弱かかる。その間、Simanagerがタイムアウトしないために、0.2～0.5間隔で次のダミーデータを（複数回、通常は３回くらい）送る。

	８
	
	←37_dummyデータ

	９
	
	MSがSIcardをきちんと読めた場合は、１０へ、途中でSIcardが抜かれたりして、正常に読めなかったときは１４へ。

	１０
	
	←21_SIデータ送信

	１１
	13_受領確認通知→
	

	１２
	Sicardデータが画面に表示される
	「ピー」音

	１３
	
	約１．６秒以内に次のSIcardが挿入されたときは、５へ、そうでない場合は１４へ

	１４
	
	←23_MSは待機に入った

	１５
	
	５へ


７－２　Identify SI cards
機能の目的：
　SI cardにスタートナンバーを書き入れたり、消去したりするものであり、通常は使用しない。ここでは、SIcardのスタートナンバやSIcard番号を読み取る機能に着目し、そのときのメッセージのやり取りを解析した。
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図 8　Identify SI cardsの画面

Identify SI cards（Read）でのメッセージのやり取りはRead SI cardsと同じであった。
７－３　Competition mode
機能の目的：

　MS(CS)からの読み込み
◇基本データ（MS(CS)のバージョンやシリアル番号など）
◇バッテリーデータ（初期容量、現在残容量、競技後の推定残容量など）
◇設定データ（タスク、codeナンバ、動作開始時刻、動作終了時刻など）
◇タイムチェック（内部時計データ（年月日時分秒）とPC時計を比較）
◇バックアップデータ（かつて読み込んだSIの情報。通常は使用しないバックアップデータ）

　MS(CS)への書き込み
◇設定データ（タスク、codeナンバ、動作開始時刻、動作終了時刻など）
◇MS(CS)の強制OFF
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図 9　Competition mode 画面（MS）
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　図 10　Competition mode 画面　（CS）

1 タイムチェックボタン
PCの時計とSI station（MS,CS）の時計を照合する機能。下図では、合っていないことを示している。
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図 11　タイムチェックボタン画面

タイムチェックボタンを押したときのメッセージのやり取り（MS）
	番号
	SI manager（PC）
	MS(CS)

	１
	02_direct応答せよ→
	

	２
	
	←24_direct準備OK

	３
	この後、４，５を１~３回繰り返す。時刻読み取り精度を上げるためと思われる。

	４
	10_時刻情報送れ→
	

	５
	
	←31_時刻情報送信


タイムチェックボタンを押したときのメッセージのやり取り（CS）

	番号
	SI manager（PC）
	MS(CS)

	１
	03_master応答せよ→
	

	２
	
	←25_master準備OK

	３
	この後、４～８を１~３回繰り返す。時刻読み取り精度を上げるためと思われる。

	４
	10_時刻情報送れ→
	

	５
	
	MS経由でCS通信ができる場合は８へ。

CSがマウンティングされていないなど通信不能の場合は６へ。

	６
	
	←36_data送信不能

	７
	
	やり取り終了

	８
	
	←31_時刻情報送信


②CSを強制OFFするボタン（Turn Off）
MS単独の場合

Turn Offボタン(direct)を押したときのメッセージのやり取り（MS）

	番号
	SI manager（PC）
	MS(CS)

	１
	02_direct応答せよ→
	

	２
	
	←24_direct準備OK

	３
	11_TurnOffせよ→
	

	４
	
	←32_TurnOff完了


MS単独の場合（CSをマウントしてないにも拘らず、masterなのでエラーとなる）
Turn Offボタン(master)を押したときのメッセージのやり取り（CS）

	番号
	SI manager（PC）
	MS(CS)

	１
	03_master応答せよ→
	

	２
	
	←25_master準備OK

	３
	11_TurnOffせよ→
	

	４
	
	←36_data送信拒否


CSをマウントしている場合

Turn Offボタン(master)を押したときのメッセージのやり取り（CS）

	番号
	SI manager（PC）
	MS(CS)

	１
	03_master応答せよ→
	

	２
	
	←25_master準備OK

	３
	11_TurnOffせよ→
	

	４
	
	←32_TurnOff完了


この場合、MSは強制ONとなる。
③CSから各種データを読み出すボタン
Readボタン(direct)を押したときのメッセージのやり取り（MS）

	番号
	SI manager（PC）
	MS(CS)

	１
	02_direct応答せよ→
	

	２
	
	←24_direct準備OK

	３
	10_時刻情報送れ→
	

	４
	
	←31_時刻情報送信

	５
	06_内部データ１送れ→
	

	６
	
	←28_内部データ１送信

	７
	06_内部データ２送れ→
	

	８
	
	←28_内部データ２送信

	９
	06_内部データ３送れ→
	

	１０
	
	←28_内部データ３送信

	１１
	06_内部データ４送れ→
	

	１２
	
	←28_内部データ４送信

	１３
	06_内部データ５送れ→
	

	１４
	
	←28_内部データ５送信


Readボタン(master)を押したときのメッセージのやり取り（CS）

	番号
	SI manager（PC）
	MS(CS)

	１
	03_master応答せよ→
	

	２
	
	←25_master準備OK

	３
	10_時刻情報送れ→
	

	４
	
	←31_時刻情報送信

	５
	06_内部データ１送れ→
	

	６
	
	←28_内部データ１送信

	７
	06_内部データ２送れ→
	

	８
	
	←28_内部データ２送信

	９
	06_内部データ３送れ→
	

	１０
	
	←28_内部データ３送信

	１１
	06_内部データ４送れ→
	

	１２
	
	←28_内部データ４送信

	１３
	06_内部データ５送れ→
	

	１４
	
	←28_内部データ５送信


Readボタン(master)を押したときのメッセージのやり取り（CS）（CS通信不能時）

	番号
	SI manager（PC）
	MS(CS)

	１
	03_master応答せよ→
	

	２
	
	←25_master準備OK

	３
	10_時刻情報送れ→
	

	４
	
	←36_data送信拒否


④設定データ（左側）をMS(CS)に書き込むボタン
WRITEボタンを押したときのメッセージのやり取り

	番号
	SI manager（PC）
	MS(CS)

	
	MSの場合（direct mode）は１へ

CSの場合（master mode かつCSをマウンティング）は４へ

	１
	02_direct応答せよ→
	

	２
	
	←24_direct準備OK

	３
	６へ

	４
	03_master応答せよ→
	

	５
	
	←25_master準備OK

	６
	06_内部データ１送れ→
	

	７
	
	←28_内部データ１送信

	８
	06_内部データ２送れ→
	

	９
	
	←28_内部データ２送信

	１０
	06_内部データ４送れ→
	

	１１
	
	←28_内部データ４送信

	１２
	08_内部All clear→
	

	１３
	
	←29_All clear完了

	１４
	05_データ１設定→
	

	１５
	
	←27_data＆ベリファイ１

	１６
	05_データ２設定→
	

	１７
	
	←27_data＆ベリファイ２

	１８
	09_時刻設定せよ→
	

	１９
	
	←30_時刻設定完了

	２０
	ここで、２１へいくばあいと２４へいく場合がある

	２１
	12_mode設定終了→
	

	２２
	
	←33_設定終了了解

	２３
	おわり

	２４
	11_TurnOffせよ→
	

	２５
	
	←32_TurnOff完了


WRITEボタンを押したときのメッセージのやり取り（マウンティングしてないなどCS通信不能時）

	番号
	SI manager（PC）
	MS(CS)

	１
	02_direct応答せよ→
	

	２
	
	←24_direct準備OK

	３
	03_master応答せよ→
	

	４
	
	←25_master準備OK

	５
	06_内部データ１送れ→
	

	６
	
	←36_data送信拒否

	７
	（リトライ）06_内部データ１送れ→
	

	８
	
	←36_data送信拒否

	９
	（リトライ）06_内部データ１送れ→
	

	１０
	
	←36_data送信拒否


７－４　Training mode
機能の目的：
　練習会モードの設定で、動作開始時刻、動作終了時刻設定および読み出しがない。また、PCとの時刻比較ボタンがない。その他は基本的にCompetition modeと同じである。
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図 12　Training mode画面（MS）

各動作時のメッセージのやり取りは、competition mode時と同じであった。

７－５　Set SI station clock time
機能の目的：

　SI stationのRTC（リアルタイムクロック）をPCの時計に合わせる。
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図 13　Time for SI-Station セット画面（画面を出した直後）
Readボタンを押したときのメッセージのやり取り

	番号
	SI manager（PC）
	MS(CS)

	
	MSの場合（direct mode）は１へ

CSの場合（master mode かつCSをマウンティング）は４へ

	１
	02_direct応答せよ→
	

	２
	
	←24_direct準備OK

	３
	６へ

	４
	03_master応答せよ→
	

	５
	
	←25_master準備OK

	６
	10_時刻情報送れ→
	

	７
	
	CS通信可能時は１０へ。

CSがマウンティングされていないなどCS通信不能時は８へ。

	８
	
	←36_data送信拒否

	９
	
	やり取り終了

	１０
	
	←31_時刻情報送信

	１１
	06_内部データ１送れ→
	

	１２
	
	←28_内部データ１送信

	１３
	この後、１４～１５を１~３回繰り返す。時刻読み取り精度を上げるためと思われる。

	１４
	10_時刻情報送れ→
	

	１５
	
	←31_時刻情報送信


Writeボタンを押したとき（MS、CSの時計をPC時計に合わせる）のメッセージのやり取り
	番号
	SI manager（PC）
	MS(CS)

	
	MSの場合（direct mode）は１へ

CSの場合（master mode かつCSをマウンティング）は４へ

	１
	02_direct応答せよ→
	

	２
	
	←24_direct準備OK

	３
	６へ

	４
	03_master応答せよ→
	

	５
	
	←25_master準備OK

	６
	06_内部データ１送れ→
	

	７
	
	CS通信可能時は１４へ。

CSがマウンティングされていないなどCS通信不能時は８へ。

	８
	
	←36_data送信拒否

	９
	（リトライ）06_内部データ１送れ→
	

	１０
	
	←36_data送信拒否

	１１
	（リトライ）06_内部データ１送れ→
	

	１２
	
	←36_data送信拒否

	１３
	
	やり取り終了

	１４
	
	←28_内部データ１送信

	１５
	09_時刻設定せよ→
	

	１６
	
	←30_時刻設定完了

	１７
	10_時刻情報送れ→
	

	１８
	
	←31_時刻情報送信


７－６　Read backup
機能の目的：

　MS（CS）にかつて読み込まれたSI cardデータを読み出す。通常時はこの機能を用いることはない。しかし、何らかの事故があり、Sicardから正常に読み出せなくなったときなど、各TXにおかれているCSを回収してそこに記録されているSIのチェック記録を参照したい場合などに用いる。

　MS　：:SIcardデータ（スタートナンバ、SI cardナンバ）
　CS　：punchデータ（SI cardナンバ、パンチ時刻）
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図 14　Read SI station画面　MS(左)、CS（右）

Readボタンを押したときのメッセージのやり取り

	番号
	SI manager（PC）
	MS(CS)

	
	MSの場合（direct mode）は１へ

CSの場合（master mode かつCSをマウンティング）は４へ

	１
	02_direct応答せよ→
	

	２
	
	←24_direct準備OK

	３
	６へ

	４
	03_master応答せよ→
	

	５
	
	←25_master準備OK

	６
	06_内部データ１送れ→
	

	７
	
	CS通信可能時は１４へ。

CSがマウンティングされていないなどCS通信不能時は８へ。

	８
	
	←36_data送信拒否

	９
	（リトライ）06_内部データ１送れ→
	

	１０
	
	←36_data送信拒否

	１１
	（リトライ）06_内部データ１送れ→
	

	１２
	
	←36_data送信拒否

	１３
	
	やり取り終了

	１４
	
	←28_内部データ１送信

	１５
	06_内部データ４送れ→
	

	１６
	
	←28_内部データ４送信

	１７
	07_過去データ形式送れ→
	

	１８
	
	←34_過去データ形式送信

	１９
	07_過去データ（バッファ最後）送れ→
	

	２０
	
	←34_過去データ送信

	２１
	２０でバッファすべてでない場合は、２２～２３を繰り返す

	２２
	07_過去データ（バッファ位置指定）送れ→
	

	２３
	
	←34_過去データ送信


過去データ形式とは、SIデータ（MSに読み込まれたSI cardデータ）、punchデータ（CSに記録された、SI cardナンバと時刻）のどちらであるかを表す。
８．メッセージ詳細

　７章にて扱ったメッセージの詳細を説明する。次表に解析したメッセージを示すが、各画面の機能（の中のコマンド）との対応でメッセージを示した。
　なお、メッセージの日本語部分名称は７章でのそれと異なっているものもあるが、番号が同一であれば同じメッセージである。また番号に欠番もあるがお許し願いたい。
各機能で使用されるメッセージの種類
	カテゴリ説明
	PCから見たWrite/Read
	機能画面
	Read
	Identify SI cards
	Competition/Training mode
	Set SI station clock time
	Read backup

	
	
	ボタン

	
	
	*Timecheck
	Write
	Read
	TurnOff
	Write
	Read
	TurnOff
	Read
	Loschen
	TurnOff

	
	
	メッセージ種類
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	MS/CSの選択。やり取りを始める前に選択する。
	W
	02_direct応答せよ→
	　
	　
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	
	R
	←24_direct準備ＯＫ
	　
	　
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	
	W
	03_master応答せよ→
	　
	　
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	
	R
	←25_master準備ＯＫ
	　
	　
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	SI card の読み込み
	W
	04_SIreadにせよ→
	○
	○
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	R
	←26_SIRead準備OK
	○
	○
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	R
	←22_ＳＩ挿入検知
	○
	○
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	W
	01_ＳＩdata送れ→
	○
	○
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	R
	←21_ＳＩdata送信
	○
	○
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	W
	13_受領確認通知→
	○
	○
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	R
	←23_MS待機入った
	○
	○
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	MS(CS)の内部時計の設定・読み込み
	W
	10_時刻情報送れ→
	　
	　
	○
	○
	○
	　
	○
	○
	　
	　
	　
	　

	
	R
	←31_時刻情報送信
	　
	　
	○
	○
	○
	　
	○
	○
	　
	　
	　
	　

	
	W
	09_時刻設定せよ→
	　
	　
	　
	○
	　
	　
	○
	　
	　
	　
	　
	　

	
	R
	←30_時刻設定完了
	　
	　
	　
	○
	　
	　
	○
	　
	　
	　
	　
	　

	MS(CS)内部データの読み出し・書き込み
	W
	06_内部data送れ→
	　
	　
	　
	○
	○
	　
	○
	○
	　
	○
	　
	　

	
	R
	←28_内部data送信
	　
	　
	　
	○
	○
	　
	○
	○
	　
	○
	　
	　

	
	W
	05_内部data設定→
	　
	　
	　
	○
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	R
	←27_data＆ﾍﾞﾘﾌｧｲ
	　
	　
	　
	○
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	W
	12_mode設定終了→
	　
	　
	　
	○
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	R
	←33_設定終了了解
	　
	　
	　
	○
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	MS（CS）のバックアップデータの読み出し・クリア
	W
	07_過去蓄積送れ→
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	○
	　
	　

	
	R
	←34_過去data送信
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	○
	　
	　

	
	W
	08_内部AllClear→
	　
	　
	　
	○
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	○
	　

	
	R
	←29_AllClear完了
	　
	　
	　
	○
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	○
	　

	MS(CS)の電源強制OFF
	W
	11_Turn Offせよ→
	　
	　
	　
	　
	　
	○
	　
	　
	○
	　
	　
	○

	
	R
	←32_Turn Off完了
	　
	　
	　
	　
	　
	○
	　
	　
	○
	　
	　
	○

	CS通信不可
	R
	←36_data送信拒否
	　
	　
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	ﾀｲﾑｱｳﾄ防止
	R
	←37_dummy データ
	○
	○
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


＊Competition mode のみ
　以下、各メッセージ詳細を説明していく。

　注意事項：

　　◇内部データ形式であり、伝送データ形式ではない。

· （参考）値は１６進数表記である。

· 固定とはこの値以外の値はとらないと考えられるもの

· 特殊データとは、００から１Fの特別な意味を持ったデータであり、伝送データに変換する場合に先立って１０をつけないデータである。

８－１　01_ＳＩdata送れ→
　メッセージ方向：PC→MS（CS）

　メッセージ長（内部データ形式）：４[Bytes]

　対象SI station：MSのみ

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	０２
	特殊データ　固定　通常系PCメッセージの意味

	
	２
	３１
	固定

	
	３
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


８－２　02_direct応答せよ→

　メッセージ方向：PC→MS（CS）

　メッセージ長（内部データ形式）：５[Bytes]

　対象SI station：MSのみ

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	０２
	特殊データ　固定　通常系PCメッセージの意味

	
	２
	７０
	固定

	
	３
	４D
	固定 Directly mode MSの意味？

	
	４
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


８－３　03_master応答せよ→

　メッセージ方向：PC→MS（CS）

　メッセージ長（内部データ形式）：５[Bytes]

　対象SI station：CSのみ

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	０２
	特殊データ　固定　通常系PCメッセージの意味

	
	２
	７０
	固定

	
	３
	５３
	固定　Master mode CSの意味？

	
	４
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


８－４　04_SIreadにせよ→

　メッセージ方向：PC→MS（CS）

　メッセージ長（内部データ形式）：４[Bytes]

　対象SI station：MSのみ

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	０２
	特殊データ　固定　通常系PCメッセージの意味

	
	２
	７１
	固定

	
	３
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


　MSをSI cardの読み込み状態にセットする
８－５　05_内部data設定→

　メッセージ方向：PC→MS（CS）

　メッセージ長（内部データ形式）：１９[Bytes]

　対象SI station：MS、CS

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	０２
	特殊データ　固定　通常系PCメッセージの意味

	
	２
	７２
	固定

	
	３
	３０、D０、E0
	３種類の種別設定

	
	４
	１０
	？？？

	
	５
	０２
	？？？

	
	６
	１F
	？？？

	
	７
	３７
	？？？

	
	８
	００
	？？？

	
	９
	０８
	？？？

	
	１０
	０３
	？？？

	
	１１
	０４
	？？？

	
	１２
	４５
	？？？

	
	１３
	１F
	？？？

	
	１４
	５A
	？？？

	
	１５
	４５
	？？？

	
	１６
	１F
	？？？

	
	１７
	９６
	？？？

	
	１８
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


８－６　06_内部data送れ→

　メッセージ方向：PC→MS（CS）

　メッセージ長（内部データ形式）：５[Bytes]

　対象SI station：MS、CS

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	０２
	特殊データ　固定　通常系PCメッセージの意味

	
	２
	７３
	固定

	
	３
	００，０１，０２，０３、Ｄ０
	内部データの種別を示す。

００H：内部データ１　SI station 基本情報（バージョンなど）

０１H：内部データ２　バッテリー情報

０２H：内部データ３　不明

０３H：内部データ４　不明

Ｄ０H：内部データ５　設定情報（動作開始・終了時刻など）

	
	４
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


　SI Station（MSやCS）の内部データを読み出すコマンド
８－７　07_過去蓄積送れ→

　メッセージ方向：PC→MS（CS）

　メッセージ長（内部データ形式）：７[Bytes]

　対象SI station：MS、CS

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	０２
	特殊データ　固定　通常系PCメッセージの意味

	
	２
	７４
	固定

	
	３
	ＸＸ
	バッファ読み出し上端アドレス上位

	
	４
	ＸＸ
	バッファ読み出し上端アドレス下位

	
	５
	ＸＸ
	読み出し長さ（１以上）、通常は８０H（MS） or ７８H（CS）

	
	６
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


　一連のバッファ読み出しに先立ち、アドレス＝FFFFH、長さ＝０１H　で一回コマンドを出す。これは、バッファ内部のデータ形式を読み出しているものと推定するが、定かではない。SIデータ（読み出し長さ８０H）かpunchデータ（読み出し長さ７８H）の選択は、SI stationのTASKで判断している。READ SI cardsの場合のみSIデータで、それ以外（例えばcontrol）はpunchデータである。TASK情報は、直前のメッセージ（８－２１　←28_内部data送信の内部データ５）に入っている。
　指定するアドレスは読み出す範囲の再上端（数字的には大きい）アドレスである。読み出し順はアドレスの大きいほうからで、逆順に出力されるイメージである。

　アドレスに００００Hを指定すると、自動的にバッファ再上端が指定されたものとして動作する。

　バッファは０１００Hから上が有効である。０１００H未満を読んでもFFHが読まれる。

　例　バッファデータが１００H～２８０Hまであるとき
　　　　アドレス＝FFFFH、長さ＝０１H　で読む　戻りEEHなのでSIデータであることがわかり、
読み出し長さを８０Hに決定する（punchデータのときは７８Hに決定）

　　　　アドレス＝００００H、長さ＝８０Hで読む　戻りデータに上端（２８０H）情報が含まれる

　　　　アドレス＝２００H、長さ＝８０Hで読む

　　　　アドレス＝１８０H、長さ＝８０Hで読む

　　　　アドレス＝１００H、長さ＝８０Hで読む（余計と思うのだが、やっている）

　　　　
８－８　08_内部AllClear→

　メッセージ方向：PC→MS（CS）

　メッセージ長（内部データ形式）：４[Bytes]

　対象SI station：MS、CS

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	０２
	特殊データ　固定　通常系PCメッセージの意味

	
	２
	７５
	固定

	
	３
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


　過去読み込んだSIのバックアップデータを消去するコマンド
８－９　09_時刻設定せよ→

　メッセージ方向：PC→MS（CS）

　メッセージ長（内部データ形式）：１０[Bytes]

　対象SI station：MS、CS

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	０２
	特殊データ　固定　通常系PCメッセージの意味

	
	２
	７６
	固定

	
	３
	ＸＸ
	年
	西暦下２桁　1995～2090年は使用できる。

	
	４
	ＸＸ
	月
	０１H～０CH（１~１２）


	
	５
	ＸＸ
	日
	０１H～１FH（１~３１）

	
	６
	ＸＸ
	3バイト時分秒表現形式

１バイト目：bit0が１のとき１２時間を加算。bit1以上は不明。

２，３バイト目：単位秒。0000H～A8BFH（11:59:59）

	
	７
	ＸＸ
	

	
	８
	ＸＸ
	

	
	９
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


８－１０　10_時刻情報送れ→

　メッセージ方向：PC→MS（CS）

　メッセージ長（内部データ形式）：４[Bytes]

　対象SI station：MS、CS

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	０２
	特殊データ　固定　通常系PCメッセージの意味

	
	２
	７７
	固定

	
	３
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


　MS(CS)の時計（Real Time Clock）を読み出すメッセージ
８－１１　11_Turn Offせよ→

　メッセージ方向：PC→MS（CS）

　メッセージ長（内部データ形式）：５[Bytes]

　対象SI station：MS、CS
	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	０２
	特殊データ　固定　通常系PCメッセージの意味

	
	２
	７８
	固定

	
	３
	６０
	固定

	
	４
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


８－１２　12_mode設定終了→

　メッセージ方向：PC→MS（CS）

　メッセージ長（内部データ形式）：５[Bytes]

　対象SI station：MS、CS
	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	０２
	特殊データ　固定　通常系PCメッセージの意味

	
	２
	７８
	固定

	
	３
	D０
	固定

	
	４
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


８－１３　13_受領確認通知→

　メッセージ方向：PC→MS（CS）

　メッセージ長（内部データ形式）：１[Bytes]

　対象SI station：MSのみ

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０６
	特殊データ（１６とすると音・光が出ない模様）


　SIデータをPCが完全に受け取ったことをMSに伝える。
８－１４　←21_ＳＩdata送信

　メッセージ方向：MS（CS）→PC

　メッセージ長（内部データ形式）：１３３[Bytes]

　対象SI station：MSのみ

　このSI cardの読み取りデータであり、ある意味最も信頼性を高くしなければならないデータである。そのためチェックサムが用意されている。５パンチ数毎に区切りデータ００が挿入されている。これは信頼性を高めるためのデータではなさそうである。なぜならば００以外の値にしてもSI managerでエラー扱いにしなかったからである。むしろこれは、３[byte/punch]×５[punch]＋１[byte]＝１６[byte]と、処理しやすくするためのものと思われる。
　３０個のパンチデータを格納できるようになっている。ARDFでは通常５つないし６つ（ビーコンチェック使用時）しか使用しない。しかし、同一TXで２回以上パンチした場合は、２個以上記録される。ただし、挿入時間が長くて、ピー音が２回以上なった場合は１個しか記録されていない。なお、ARDFWINでは、同一TXを２回以上パンチした場合は、あらかじめ手作業で不要なパンチデータを消去しておく必要があるとのこと。
　パンチの個数は前述のとおり３０個以下である必要があるが、実際のパンチの有効数を表現するエリアはあるものの、実際には、無効パンチデータがあるとそれ以降は有効パンチデータがあったとしてもＳＩｍａｎａｇｅｒでは無視するようである。無効パンチデータは、ＣＳのCode No.が００である。実はこれはSI Cardを初期化した（クリア）したときに書きこまれるデータである。クリアした場合、同時に時刻にはEEEEが書き込まれる。

　表をみると不明のデータがあることがわかる。ほとんどのデータは、いろいろなSIを読み込ませても値が変わらなかったものである。また、擬似Master Stationを用いて、値を変えてSI managerに読み込ませても、少なくとも私が違いを発見できなかったものである。実使用時には意味のないデータ（内部動作情報、将来の拡張用）なのか、特別なときにのみ有効なデータなのかは不明である。例えば、時刻などは世界各地で異なっており、それに対する対応とか、サマータイムへの対応もあるのかもしれない。最初は、名前などの表現領域と推定したが、文字コードなどを入れてみたがSI manager画面で変化がなかった。
　ARDF新潟で使用しているこのSI cardのバージョンは、日付は記録せず時刻のみ記録されている。SI 

データをファイルに落とすと、Read atの日付記録されている。これはSI cardを読み出した時刻であるが、これは読み込んだPCの時計データであり、SI cardに記録されているものではない。各種時刻は２バイト表現であり、単位は秒で、１２時間絶対時刻表記である。すなわち、SI managerで設定している基準時刻とは関係がない（データファイルの時刻は、SI managerの設定により基準時刻からの時間表記するモードがあるので注意が必要。ARDFWINで読み込むデータは、この基準時刻からの時間表記でファイルに落とす必要がある）。１２時間表記とは、００：００：００～１１：５９：５９表記である。従って、

　　　　　２００８年３月２３日　　１：３４：５６

　　　　　２００８年３月２３日　１３：３４：５６

　　　　　２００８年３月２４日　　１：３４：５６

はどれも、１：３４：５６と記録され、区別がつかない。
　Start No.（stno）は本来SIシステムを採用した主催者がｽﾀｰﾄ順やゼッケン番号を登録する領域と思われるが、ARDFでは簡便の使用のために固定で使っている。ARDF新潟所有のSI cardは基本的にSI card No.の下５桁を採用している。（これは、購入時のデフォルトの値すなわちstnoをクリアしたときのデフォルト設定値）。逆にARDFWINの旧バージョンではSI card No.を紐付けに使用せず、stnoを紐付けに使用しているので、ARDF大会主催者はstnoを消去したり書き換えてはいけない（新バージョンではSIcardを使用）。これらの番号の関係については別資料に記載しているので参照されたい。
	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	３１
	固定

	
	２
	ＸＸ
	MSのcode No.

	
	３
	８C、３F
	不明。他の値にしてもSI manager上で変化がわからない。

	
	４
	２E
	不明。他の値にしてもSI manager上で変化がわからない。

	
	５
	００
	不明。他の値にしてもSI manager上で変化がわからない。

	
	６
	０１
	不明。他の値にしてもSI manager上で変化がわからない。

	
	７
	ＸＸ
	SI card No.（いわゆる６桁ナンバ）

下５桁：Byte７ ×２５６D＋Byte８

Byte9は１０万以上の位の数字（１０進で９９まで）ただし、０１Hは００Hと同じ扱いになっており、実際にSicardに記載のSicardNo.も１０万未満である。またSIMANでは、００H～FFHまで読み込み、最大０FFFFFFH→２５５６５５３５のSicardNoがcsvファイルに記録される。さらに「←34_過去data送信」の例があるので、実際のSicardで５０００００以上の現物があった場合は要チェックである。
おそらく、このByte9は最初はSicardのバージョン（最初は１）をあらわしていてSicardNoとは別扱いしていたのだろうと推定される。Sicardが65535本以上出荷されるに当たって、Byte9をSicardNoに組み入れないと処理できなくなり、後付で対処したのではないかと推定する。

	
	８
	ＸＸ
	

	
	９
	ＸＸ
	

	
	１０
	００
	不明。他の値にしてもSI manager上で変化がわからない。

	
	１１
	００
	不明。他の値にしてもSI manager上で変化がわからない。

	
	１２
	００
	不明。他の値にしてもSI manager上で変化がわからない。

	
	１３
	００
	不明。他の値にしてもSI manager上で変化がわからない。

	
	１４
	００
	不明。他の値にしてもSI manager上で変化がわからない。

	
	１５
	００
	不明。他の値にしてもSI manager上で変化がわからない。

	
	１６
	００
	不明。他の値にしてもSI manager上で変化がわからない。

	
	１７
	００
	不明。他の値にしてもSI manager上で変化がわからない。

	
	１８
	００
	不明。他の値にしてもSI manager上で変化がわからない。

	
	１９
	６５
	不明。他の値にしてもSI manager上で変化がわからない。

	
	２０
	ＸＸ
	Start No.(stno)　ARDFでの使用時はSIの識別に使用。
Byte20×２５６D＋byte21

	
	２１
	ＸＸ
	

	
	２２
	ＸＸ
	Start Time　（0:00:00～11:59:59）単位秒　ARDFでは使用しない。

Byte22×２５６D+byte23

	
	２３
	ＸＸ
	

	
	２４
	ＸＸ
	Finish Time　（0:00:00～11:59:59）単位秒　ゴール時刻のこと

Byte24×２５６D+byte25

	
	２５
	ＸＸ
	

	
	２６
	ＸＸ
	データ数　パンチ数＋１

	
	２７
	８６
	固定。意味は不明だが、他の値ではエラーとなる模様

	
	２８
	ＸＸ
	Check Time　（0:00:00～11:59:59）単位秒　ｽﾀｰﾄ前check時刻

Byte28×２５６D+byte29

	
	２９
	ＸＸ
	

	
	３０
	２８
	不明。他の値にしてもSI manager上で変化がわからない。

	
	３１
	０３
	不明。他の値にしてもSI manager上で変化がわからない。

	
	３２
	５８、他
	不明。他の値にしてもSI manager上で変化がわからない。

読み出しシーケンシャルNo.の模様（一個読むごとにインクリメント）

	
	３３
	００
	不明。他の値にしてもSI manager上で変化がわからない。

	
	３４
	０７
	不明。他の値にしてもSI manager上で変化がわからない。

	
	３５
	００
	不明。他の値にしてもSI manager上で変化がわからない。

３１個以上のpunchがあったときの最後のpunchのcodeNo.が入る模様

	
	３６
	ＸＸ
	パンチ１個目　CSのCodeNo.

	
	３７
	ＸＸ
	パンチ１個目　時刻　２バイト表現　単位秒

byte37×２５６D＋byte38

	
	３８
	ＸＸ
	

	
	39~41
	XXXXXX
	パンチ２個目　CSのCode No.、時刻

	
	42~44
	XXXXXX
	パンチ３個目　CSのCode No.、時刻

	
	45~47
	XXXXXX
	パンチ４個目　CSのCode No.、時刻

	
	48~50
	XXXXXX
	パンチ５個目　CSのCode No.、時刻

	
	５１
	００
	区切り　他の値でもよさそう

	
	52~54
	XXXXXX
	パンチ６個目　CSのCode No.、時刻

	
	55~57
	XXXXXX
	パンチ７個目　CSのCode No.、時刻

	
	58~60
	XXXXXX
	パンチ８個目　CSのCode No.、時刻

	
	61~63
	XXXXXX
	パンチ９個目　CSのCode No.、時刻

	
	64~66
	XXXXXX
	パンチ１０個目　CSのCode No.、時刻

	
	６７
	００
	区切り　他の値でもよさそう

	
	68~82
	XX~XX
	パンチ１１～１５個目　CSのCode No.、時刻

	
	８３
	００
	区切り　他の値でもよさそう

	
	84~98
	XX~XX
	パンチ１６～２０個目　CSのCode No.、時刻

	
	９９
	００
	区切り　他の値でもよさそう

	
	100~114
	XX~XX
	パンチ２１～２５個目　CSのCode No.、時刻

	
	１１５
	００
	区切り　他の値でもよさそう

	
	116~130
	XX~XX
	パンチ２６～３０個目　CSのCode No.、時刻

	
	１３１
	ＸＸ
	チェックサム　byte２～１３０までの全加算の下１バイト

	
	１３２
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


８－１５　←22_ＳＩ挿入検知

　メッセージ方向：MS（CS）→PC

　メッセージ長（内部データ形式）：４[Bytes]

　対象SI station：MSのみ

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	４６
	固定

	
	２
	４９
	固定

	
	３
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


　MSにSI cardが挿入されたので「よろしく４６４９」と、PCに伝える

８－１６　←23_MS待機入った

　メッセージ方向：MS（CS）→PC

　メッセージ長（内部データ形式）：４[Bytes]

　対象SI station：MSのみ

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	４６
	固定

	
	２
	４F
	固定

	
	３
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


　SI card read時に用いられる。SI card読み取り途中で読めなくなったことを知らせたり、次のSI挿入に間があったり（約１秒間）したときに発行される。SIの抜き取りが終わり、次のSI挿入許可の意味である。これが発行される前だと、同一のSIは読み込まないようになっている。
８－１７　←24_direct準備ＯＫ

　メッセージ方向：MS（CS）→PC

　メッセージ長（内部データ形式）：５[Bytes]

　対象SI station：MSのみ

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	７０
	固定

	
	２
	１D
	MS stationのcode No.

	
	３
	４D
	固定　MSの意味？

	
	４
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


８－１８　←25_master準備ＯＫ

　メッセージ方向：MS（CS）→PC

　メッセージ長（内部データ形式）：５[Bytes]

　対象SI station：CSのみ

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	７０
	固定

	
	２
	１D
	MS stationのcode No.（Masterモードだが、CSではなくMSのcode）

	
	３
	５３
	固定　CSの意味？

	
	４
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


８－１９　←26_SIRead準備OK

　メッセージ方向：MS（CS）→PC

　メッセージ長（内部データ形式）：５[Bytes]

　対象SI station：MSのみ

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	７１
	固定

	
	２
	１D
	対象stationのcode No.

	
	３
	４D 
	固定　MSの意味？

	
	４
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


８－２０　←27_data＆ﾍﾞﾘﾌｧｲ

　メッセージ方向：MS（CS）→PC

　メッセージ長（内部データ形式）：１９[Bytes]

　対象SI station：MS、CS

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	７２
	固定

	
	２
	ＸＸ
	対象stationのcode No.

	
	３
	３０、D0、E0
	データの種類３種

	
	4~17
	
	05_内部data設定→のbyte4~17と同じ　(verify)

	
	１８
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


８－２１　←28_内部data送信

　メッセージ方向：MS（CS）→PC

　メッセージ長（内部データ形式）：１９[Bytes]

　対象SI station：MS、CS

　このデータ送信は、８－６　06_内部data送れ→　に対応したメッセージである。これによると、内部dataには内部データ１~５の５種類がある。それぞれに対してもメッセージ内容が異なるのでそれぞれ示す。
　　　内部データ１（SI station の基本情報）
	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	７３
	固定

	
	２
	ＸＸ
	対象stationのcode No.

	
	３
	００
	固定　内部データ１を示す

	
	４
	００
	SI station シリアルナンバー

Byte４×２５６D＋byte５　この場合１

	
	５
	０１
	

	
	６
	２３
	CPU No.

Byte６×２５６D＋byte７　この場合９１０１（１０進）

	
	７
	８D
	

	
	８
	F7
	？？？

	
	９
	３５
	ソフトウェアバージョン

この場合、”５４４”を示す。アスキー表現である。

	
	１０
	３４
	

	
	１１
	３４
	

	
	１２
	０５
	年
	SI stationの日付（時計ではない。製造年月日？）

年：西暦下２桁　1995～2090年は使用できる。

月：０１～０C（１~１２）、日：０１～１F（１~３１）

	
	１３
	０８
	月
	

	
	１４
	０３
	日
	

	
	１５
	９１
	bit7:HW,MEM,チェックボックス有効

bit２：RealTimeClock

bit1:Rfmodule

bit0:ExternalTImeTrigger

	
	１６
	９７
	下位４bitはHardwareバージョン　BSF0～BSF15

	
	１７
	８０
	メモリー容量[kB]　ここでは１２８kＢを示す。

	
	１８
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


　　　内部データ２（SI station のバッテリー情報）

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	７３
	固定

	
	２
	ＸＸ
	対象stationのcode No.

	
	３
	１０
	固定　内部データ２を示す

	
	４
	４Ｂ
	？？

	
	５
	０８
	？？

	
	６
	４Ｅ
	？？

	
	７
	ＦＡ
	？？

	
	８
	２８
	？？

	
	９
	０５
	年
	Batteryの日付（Newバッテリーに交換した日付か？）

年：西暦下２桁　1995～2090年は使用できる。

月：０１H～０CH（１~１２）、日：０１H～１FH（１~３１）

	
	１０
	０８
	月
	

	
	１１
	０３
	日
	

	
	１２
	００
	バッテリーキャパシティ（新規時の容量）

単位は[mAsec]＝1/3600[mAh]　ここでは００６DDD00＝7200000[mAs]

＝7200000/3600[mAh]＝２０００[mAh]

	
	１３
	６Ｄ
	

	
	１４
	ＤＤ
	

	
	１５
	００
	

	
	１６
	００
	？？

	
	１７
	００
	？？

	
	１８
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


　　　内部データ３（不明）

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	７３
	固定

	
	２
	ＸＸ
	対象stationのcode No.

	
	３
	２０
	固定　内部データ３を示す

	
	４
	ＦＦ
	？？

	
	５
	Ｂ４
	？？

	
	６
	００
	？？

	
	７
	００
	？？

	
	８
	００
	？？

	
	９
	００
	？？

	
	１０
	００
	？？

	
	１１
	００
	？？

	
	１２
	００
	？？

	
	１３
	００
	？？

	
	１４
	００
	？？

	
	１５
	００
	？？

	
	１６
	４Ｄ
	？？

	
	１７
	７０
	？？

	
	１８
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


　　　内部データ４（不明）

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	７３
	固定

	
	２
	ＸＸ
	対象stationのcode No.

	
	３
	３０
	固定　内部データ４を示す

	
	４
	００
	bit0:UseRealtimeClock　 1でcheck

	
	５
	０４
	動作時電流？（ここの部分はよくわかっていない）

Byte6×256H＋Byte7で動作時電流を表している模様（1digit=約７５ｍA）

TurnOFF time（SImanager画面の左側）までの時間と乗じて、work後のバッテリ残容量を求めるのに使用される。この計算はSImanager側で行われ、TurnOFFtimeを書き換えるごとに、現在時刻（PC）との差の時間で計算される。Work後の使用容量は、上記積と下記現在までの使用容量を加算して求められ、これを新規容量で割り算してwork後の使用％を算出している。表示は０％～３００％である。
Byte5も関係しているが、よくわからない。この値を増やすことにより時間との関係がリニアにならなくなるようだ。PowerONまでのOFF時間の消費電流がらみかもしれない。以上の推察は、competition modeで、動作後の使用容量(afterw)の％の変化から行った。
　電流の単位が７５mＡと大きいのも疑問なところ。勘違いかSIManagerのバグか。

	
	６
	８０
	

	
	７
	００
	

	
	８
	００
	バッテリー現在までの使用した容量[mAsec]＝1/3600[mAh]

ここでは004A1030＝4853808[mAs]＝1348.28[mAh]

SI managerでは、これを新規容量で割り算して使用％を算出している。



	
	９
	４Ａ
	

	
	１０
	１０
	

	
	１１
	３０
	

	
	１２
	００
	？？

	
	１３
	００
	？？

	
	１４
	００
	？？

	
	１５
	００
	？？

	
	１６
	００
	？？

	
	１７
	００
	？？

	
	１８
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


　　　内部データ５（SI station の設定本情報）

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	７３
	固定

	
	２
	ＸＸ
	対象stationのcode No.

	
	３
	Ｄ０
	固定　内部データ５を示す

	
	４
	３０
	■Status

b7=1,b0=1:Switched OFF

b7=1,b0=0:Finished

b7=0,b3=1:Active

b7=0,b3=0,b6=1:Stanby

b7=0,b3=0,b6=0,b4=1:Prepared

others: Undefined

■Mode

b5=1:Training mode

b5=0:Competition mode

	
	５
	０５
	■TASK

03:Start

04:Finish

05:Read SI cards

06:Clear(keep start No.)

07:Clear(Completely)
0A:Check

0C:Start with time trigger

0D:Finish with time trigger
その他はControlの模様

	
	６
	１Ｄ
	対象stationのcode No.

	
	７
	３７
	Bit3：acoustic beep

Bit0：optical light

他は？？

	
	８
	０４
	？？

	
	９
	００
	年
	Power ON timeの日付（自動電源ONの時刻。００Hは未設定）

年：西暦下２桁　1995～2090年は使用できる。

月：０１H～０CH（１~１２）、日：０１H～１FH（１~３１）

ではあるが、ここからが複雑である。実はSImanagerでは、その日付の週の先頭の日（すなわち日曜日）をあらわすものと解釈している。従って、火曜日の日付をセットしても、その週の日曜日の日付としてSIManagerは認識する。

	
	１０
	００
	月
	

	
	１１
	００
	日
	

	
	１２
	００
	Power On Time時分秒

１バイト目：単位１２時間で加算。（上記のように、日付は週情報しかないので、この１２H単位の情報を用いて、週の中に日を決定している。）
２，３バイト目：単位秒。0000～A8BF（11:59:59）

	
	１３
	００
	

	
	１４
	０２
	

	
	１５
	００
	Turn OFF time （Power ＯＦＦ Time）

1byte目：００H～3FH（×１２時間）

２，３byte目：００００H～A８BFH（11:59:59)秒

	
	１６
	３８
	

	
	１７
	４２
	

	
	１８
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


８－２２　←29_AllClear完了

　メッセージ方向：MS（CS）→PC

　メッセージ長（内部データ形式）：４[Bytes]

　対象SI station：MS、CS

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	７５
	固定

	
	２
	ＸＸ
	対象stationのcode No.

	
	３
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


８－２３　←30_時刻設定完了

　メッセージ方向：MS（CS）→PC

　メッセージ長（内部データ形式）：１０[Bytes]

　対象SI station：MS、CS

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	７６
	固定

	
	２
	ＸＸ
	対象stationのcode No.

	
	３
	ＸＸ
	年
	西暦下２桁　1995～2090年は使用できる。

	
	４
	ＸＸ
	月
	０１H～０CH（１~１２）

	
	５
	ＸＸ
	日
	０１H～１FH（１~３１）

	
	６
	ＸＸ
	3バイト時分秒表現形式

１バイト目：bit0が１のとき１２時間を加算。bit1以上は不明。

２，３バイト目：単位秒。0000H～A8BFH（11:59:59）

	
	７
	ＸＸ
	

	
	８
	ＸＸ
	

	
	９
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


８－２４　←31_時刻情報送信

　メッセージ方向：MS（CS）→PC

　メッセージ長（内部データ形式）：１０[Bytes]

　対象SI station：MS、CS

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	７７
	固定

	
	２
	ＸＸ
	対象stationのcode No.

	
	３
	ＸＸ
	年
	西暦下２桁　1995～2090年は使用できる。

	
	４
	ＸＸ
	月
	０１H～０CH（１~１２）

	
	５
	ＸＸ
	日
	０１H～１FH（１~３１）

	
	６
	ＸＸ
	3バイト時分秒表現形式

１バイト目：bit0が１のとき１２時間を加算。bit1以上は不明。

２，３バイト目：単位秒。0000～A8BF（11:59:59）

	
	７
	ＸＸ
	

	
	８
	ＸＸ
	

	
	９
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


  注意：これは、SI stationの中の時計（時刻情報）の出力であり、Current Timeである。しかし、Simanager
の表示される日付時刻のうち日付は必ずしもこの日付が表示されるわけではなく、PCの現在日付が表示される場合が多々あるので注意。通常はPCと時計は一致しているので問題ない。

８－２５　←32_Turn Off完了
　メッセージ方向：MS（CS）→PC

　メッセージ長（内部データ形式）：５[Bytes]

　対象SI station：MS、CS

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	７８
	固定

	
	２
	ＸＸ
	対象stationのcode No.

	
	３
	６０
	固定

	
	４
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


８－２６　←33_設定終了了解
　メッセージ方向：MS（CS）→PC

　メッセージ長（内部データ形式）：５[Bytes]

　対象SI station：MS、CS

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	７８
	固定

	
	２
	ＸＸ
	対象stationのcode No.

	
	３
	D０
	固定

	
	４
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


８－２７　←34_過去data送信
　メッセージ方向：MS（CS）→PC

　メッセージ長（内部データ形式）：可変長[Bytes]

　対象SI station：MS、CS

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	０２
	特殊データ　メッセージ先頭

	
	１
	Ｃ４
	固定

	
	２
	ＸＸ
	対象stationのcode No.

	
	３
	０２
	SI Station内のバッファ上端アドレス（この場合は２００H）

このアドレスから下に読み出す。

	
	４
	００
	

	
	５
	ＸＸ
	読み出しサイズ[byte]　００~８０Hで動作を確認。SIcardデータを読み出すときは８０H、punchデータを読み出すときは７８H固定でSImanagerは動作する。

	
	6~5+XX
	
	読み出しデータ。アドレスが大きいほうから逆順に出力される。
SIcardデータの場合は、「←21_ＳＩdata送信」のbyte３～１３０の１２８バイトが逆順で出力される。つまり１[SIcard/message]で送られる。
Punchデータの場合は、６byte/1punchなので、７８H[byte/message]]/６[byte/punch]＝２０[punch/message]である。

	
	6+XX
	０３
	特殊データ　メッセージ終了


　　Punchデータフォーマット（６Byte/Punch）上記読み出しデータでは、下記データがアドレス逆順で送信される。

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	YY
	SINo.の下５桁　１～６５５３５D＝０００１H～FFFFH

	
	１
	ZZ
	

	
	２
	４F
	時刻　00:00:00～11:59:59　＝００００H～A8BFH

	
	３
	E7
	

	
	４
	FE
	Bit0：１のとき１２時間加算
Bit3～1：曜日　000:Su,001:Mo,010:Tu,011:We,100:Th,101:Fr,110:Sa,

   ただし、111のときは空白になる。

Bit7～4（上位４bit）は不明

	
	５
	XX
	SINo.の十万の位。ただし２，３，４が有効と思われる。０５～FFまでは、×65536を意味する。すなわち、
XX=００、０１　意味なし　SINo.＝YY×256＋ZZ
XX=０２～０４　XX×100000　SINo.=XX×100000＋YY×256＋ZZ
XX＝０５～FF　XX×65536　SINo.=XX×65536＋YY×256＋ZZ
よって、SINo.の最大はFFFFFFH=16777215D


８－２８　←36_data送信拒否
　メッセージ方向：MS（CS）→PC

　メッセージ長（内部データ形式）：１[Bytes]

　対象SI station：MS、CS

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	１５
	特殊データ


　CSをマウンティングしないで、masterモードでCS通信をしようとしたときなど、MSがデータをPCに送信できない。その場合にMSが発行するメッセージ。
８－２９　←37_dummy データ
　メッセージ方向：MS（CS）→PC

　メッセージ長（内部データ形式）：１[Bytes]

　対象SI station：MSのみ

	
	バイト
	（参考）値
	意味

	
	０
	００
	特殊データ


　連続して２回発行される場合がある。

　このメッセージは、SI card Read時に用いられる。MSがSI cardをReadするのに２秒弱かかる。その間にSI managerがタイムアウト（１秒程度と思われる）しないようにこのdummyメッセージをMSは発行する。
９．SI cardリードプログラム作成方法
　基本的には７－１に示すシーケンス通りにSI master stationとやり取りをすればよい。ここを読む読者はソフトウェアに知見がある読者と思われるので、実際の生データのやり取りを示すのが最も理解が早いと判断し、PORTモニタの出力を以下に示す。

■■■■SI card identifyテスト
データの説明

　連番　　　メッセージ時刻　　　　　　ポート番号　　PCから見たW/R
     
22:19:45               
COM5
          
----Monitor Start !!----                                                        
          

■SI managerを起動

■設定画面を出すto 6

    0
22:20:12.5518928       
COM5
CREATE    
Open( )                                                                         
0x00000000

    1
22:20:12.5518928       
COM5
DEV_CTRL  
SET_BAUD_RATE(BoudRate=38400)                                                   
0x00000000

    2
22:20:12.5518928       
COM5
DEV_CTRL  
SET_HANDFLOW(ControlHandShake=0x0 FlowReplace=0x0                               
0x00000000

     
                       
    
          
 XoffLimit=0x200 XonLimit=0x200)                                                
          

    3
22:20:12.5518928       
COM5
DEV_CTRL  
PURGE(0xF)  TXABORT RXABORT TXCLEAR RXCLEAR                                     
0x00000000

    4
22:20:12.5518928       
COM5
DEV_CTRL  
SET_QUEUE_SIZE(InQueue=2048 OutQueue=2048)                                      
0x00000000

　　■ここまで、シリアルポートの設定

■04_SIreadにせよ→

    5
22:20:12.7121232       
COM5
WRITE     
Write( ) length(10)= 4 length(16)= 0x4                                          
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 02 02 71 03                                       ..q.                 
          


■←26_SIRead準備OK

    6
22:20:12.7521808       
COM5
READ      
Read( ) length(10)= 6 length(16)= 0x6                                           
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 02 71 10 1d 4d 03                                 .q..M.               
          


■Identify画面を出すだけでとここまでやり取りがなされる
■２９８番を読む　to14　SI２９４番をMSに挿入する


■←22_ＳＩ挿入検知

    7
22:20:35.3847248       
COM5
READ      
Read( ) length(10)= 4 length(16)= 0x4                                           
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 02 46 49 03                                       .FI.                 
          


■01_ＳＩdata送れ→

    8
22:20:35.4347968       
COM5
WRITE     
Write( ) length(10)= 4 length(16)= 0x4                                          
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 02 02 31 03                                       ..1.                 
          


■←37_dummy データ

    9
22:20:35.7853008       
COM5
READ      
Read( ) length(10)= 1 length(16)= 0x1                                           
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 00                                                .                    
          


■←37_dummy データ

   10
22:20:35.9855888       
COM5
READ      
Read( ) length(10)= 1 length(16)= 0x1                                           
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 00                                                .                    
          


■←37_dummy データ

   11
22:20:36.3861648       
COM5
READ      
Read( ) length(10)= 1 length(16)= 0x1                                           
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 00                                                .                    
          


■←21_ＳＩdeta送信

   12
22:20:36.9870288       
COM5
READ      
Read( ) length(10)= 186 length(16)= 0xBA                                        
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 02 31 10 1d 3f 2e 10 00 10 01 aa b2 10 03 10 00   .1..?.....ｪｲ....     
          

     
                       
    
          
00000010 10 00 10 00 10 00 10 00 10 00 10 00 10 00 10 00   ................     
          

     
                       
    
          
00000020 65 aa b2 ee ee 10 0a e4 10 05 56 97 71 28 10 03   eｪｲ・.....V窯(..     
          

     
                       
    
          
00000030 5f 10 00 10 07 10 00 21 10 02 64 10 1f 10 07 9a   _......!..d.....     
          

     
                       
    
          
00000040 24 6d 85 24 6d 99 10 00 ee ee 10 00 10 00 ee ee   $m.$m...・....・     
          

     
                       
    
          
00000050 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00 ee ee   ..・..・..・..・     
          

     
                       
    
          
00000060 10 00 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00   ....・..・..・..     
          

     
                       
    
          
00000070 ee ee 10 00 ee ee 10 00 10 00 ee ee 10 00 ee ee   ・..・....・..・     
          

     
                       
    
          
00000080 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00 10 00   ..・..・..・....     
          

     
                       
    
          
00000090 ee ee 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00   ・..・..・..・..     
          

     
                       
    
          
000000a0 ee ee 10 00 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00 ee ee   ・....・..・..・     
          

     
                       
    
          
000000b0 10 00 ee ee 10 00 ee ee 48 03                     ..・..・H.           
          

■13_受領確認通知→
   13
22:20:36.9870288       
COM5
WRITE     
Write( ) length(10)= 1 length(16)= 0x1                                          
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 06                                                .                    
          


■←23_MS待機入った

   14
22:20:38.1887568       
COM5
READ      
Read( ) length(10)= 4 length(16)= 0x4                                           
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 02 46 4f 03                                       .FO.                 
          

■２９９番を不完全読みをする to19　MSにSI２９９番を挿入し、読み込み途中で取り出す
   15
22:21:4.8270608        
COM5
READ      
Read( ) length(10)= 4 length(16)= 0x4                                           
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 02 46 49 03                                       .FI.                 
          

   16
22:21:4.8771328        
COM5
WRITE     
Write( ) length(10)= 4 length(16)= 0x4                                          
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 02 02 31 03                                       ..1.                 
          

   17
22:21:5.2276368        
COM5
READ      
Read( ) length(10)= 1 length(16)= 0x1                                           
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 00                                                .                    
          

   18
22:21:5.4279248        
COM5
READ      
Read( ) length(10)= 1 length(16)= 0x1                                           
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 00                                                .                    
          

   19
22:21:7.2305168        
COM5
READ      
Read( ) length(10)= 4 length(16)= 0x4                                           
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 02 46 4f 03                                       .FO.                 
          

■２９９番を不完全読みをする to２４　SI299番を再度不完全読みをする
   20
22:21:58.3039568       
COM5
READ      
Read( ) length(10)= 4 length(16)= 0x4                                           
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 02 46 49 03                                       .FI.                 
          

   21
22:21:58.3039568       
COM5
WRITE     
Write( ) length(10)= 4 length(16)= 0x4                                          
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 02 02 31 03                                       ..1.                 
          

   22
22:21:58.7045328       
COM5
READ      
Read( ) length(10)= 2 length(16)= 0x2                                           
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 00 00                                             ..                   
          

   23
22:21:59.3053968       
COM5
READ      
Read( ) length(10)= 1 length(16)= 0x1                                           
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 00                                                .                    
          

   24
22:21:59.9062608       
COM5
READ      
Read( ) length(10)= 4 length(16)= 0x4                                           
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 02 46 4f 03                                       .FO.                 
          

■２９１番、２９２番を連続読みする　to３８　SI291番を挿入し、読み込んだらすぐにSI２９２番を挿入する
   25
22:22:34.3557968       
COM5
READ      
Read( ) length(10)= 4 length(16)= 0x4                                           
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 02 46 49 03                                       .FI.                 
          

   26
22:22:34.3557968       
COM5
WRITE     
Write( ) length(10)= 4 length(16)= 0x4                                          
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 02 02 31 03                                       ..1.                 
          

   27
22:22:34.7563728       
COM5
READ      
Read( ) length(10)= 2 length(16)= 0x2                                           
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 00 00                                             ..                   
          

   28
22:22:35.3572368       
COM5
READ      
Read( ) length(10)= 1 length(16)= 0x1                                           
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 00                                                .                    
          

   29
22:22:35.9581008       
COM5
READ      
Read( ) length(10)= 185 length(16)= 0xB9                                        
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 02 31 10 1d 3f 2e 10 00 10 01 aa ab 10 03 10 00   .1..?.....ｪｫ....     
          

     
                       
    
          
00000010 10 00 10 00 10 00 10 00 10 00 10 00 10 00 10 00   ................     
          

     
                       
    
          
00000020 65 aa ab ee ee 10 04 f1 10 06 56 91 9b 28 10 03   eｪｫ・.....V騒(..     
          

     
                       
    
          
00000030 58 10 00 10 07 10 00 10 1f 9c 54 22 9e 79 23 a8   X........弋"框#ｨ     
          

     
                       
    
          
00000040 22 20 10 02 3d 24 a7 b5 10 00 10 00 ee ee 10 00   " ..=$ｧｵ....・..     
          

     
                       
    
          
00000050 ee ee 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00   ・..・..・..・..     
          

     
                       
    
          
00000060 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00 ee ee   ..・..・..・..・     
          

     
                       
    
          
00000070 10 00 ee ee 10 00 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00   ..・....・..・..     
          

     
                       
    
          
00000080 ee ee 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00 10 00 ee ee   ・..・..・....・     
          

     
                       
    
          
00000090 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00 ee ee   ..・..・..・..・     
          

     
                       
    
          
000000a0 10 00 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00   ....・..・..・..     
          

     
                       
    
          
000000b0 ee ee 10 00 ee ee 10 10 03                        ・..・...            
          

   30
22:22:35.9581008       
COM5
WRITE     
Write( ) length(10)= 1 length(16)= 0x1                                          
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 06                                                .                    
          

   31
22:22:36.7592528       
COM5
READ      
Read( ) length(10)= 4 length(16)= 0x4                                           
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 02 46 49 03                                       .FI.                 
          

   32
22:22:36.7592528       
COM5
WRITE     
Write( ) length(10)= 4 length(16)= 0x4                                          
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 02 02 31 03                                       ..1.                 
          

   33
22:22:37.1598288       
COM5
READ      
Read( ) length(10)= 1 length(16)= 0x1                                           
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 00                                                .                    
          

   34
22:22:37.3601168       
COM5
READ      
Read( ) length(10)= 1 length(16)= 0x1                                           
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 00                                                .                    
          

   35
22:22:37.7606928       
COM5
READ      
Read( ) length(10)= 1 length(16)= 0x1                                           
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 00                                                .                    
          

   36
22:22:38.5618448       
COM5
READ      
Read( ) length(10)= 188 length(16)= 0xBC                                        
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 02 31 10 1d 3f 2e 10 00 10 01 aa ac 10 03 10 00   .1..?.....ｪｬ....     
          

     
                       
    
          
00000010 10 00 10 00 10 00 10 00 10 00 10 00 10 00 10 00   ................     
          

     
                       
    
          
00000020 65 aa ac ee ee 10 04 10 1d 10 03 56 90 55 28 10   eｪｬ・......V振(.     
          

     
                       
    
          
00000030 03 59 10 00 10 07 10 00 21 99 88 10 1f a1 a1 10   .Y......!刪..｡｡.     
          

     
                       
    
          
00000040 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00 10 00 ee   .・..・..・.....     
          

     
                       
    
          
00000050 ee 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00 ee   ...・..・..・...     
          

     
                       
    
          
00000060 ee 10 00 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10   .....・..・..・.     
          

     
                       
    
          
00000070 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00 10 00 ee ee 10 00 ee   .・..・....・...     
          

     
                       
    
          
00000080 ee 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00 10   ...・..・..・...     
          

     
                       
    
          
00000090 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10   .・..・..・..・.     
          

     
                       
    
          
000000a0 00 ee ee 10 00 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 00 ee   .・....・..・...     
          

     
                       
    
          
000000b0 ee 10 00 ee ee 10 00 ee ee 10 18 03               ...・..・...         
          

   37
22:22:38.7120608       
COM5
WRITE     
Write( ) length(10)= 1 length(16)= 0x1                                          
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 06                                                .                    
          

   38
22:22:40.3644368       
COM5
READ      
Read( ) length(10)= 4 length(16)= 0x4                                           
0x00000000

     
                       
    
          
 Address 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F   0123456789ABCDEF     
          

     
                       
    
          
00000000 02 46 4f 03                                       .FO.                 
          

■設定画面を閉じる to39

   39
22:23:20.2517920       
COM5
CLOSE     
Close( )                                                                        
0x00000000

１０．消費電流について

　本来であるならば、MS、CSのふたを開いて実際の電流を測定すればすむ話だが、今回の解析の前提として蓋を開かずに外から見える部分のみで解析することであるので、やり取りするデータなどからそれを推定する。８－２１で示したように、MS（CS）から読み出されるデータに消費電流と思われる項目があるが、単位（75mA/digit）が非常におおきいことを８－２１で記載している。連続Punchを続けた場合はそれくらいの消費電流は考えられるが、通常使用を考えると大きすぎる。少なくとも待機状態ではもっと少ないはずである。

一方、現在までの電池消費容量の項目から消費電流を推定することも可能である。ここではこれにトライする。

１０－１　待機時の動作
　電源OFFの状態でも、MS(CS)はSI cardやOFF stick挿入などを検知することができる。すなわち微小電流で動作をしているのである。特にここでは電磁カップリング部分に着目して調べてみる。
[image: image17.png]



図 15　磁気検出装置

　磁気検出装置といっても単なる巻き線である。
[image: image18.png]



図 16　動作時の待機磁気出力波形

　このように、ＭＳ（ＣＳ）からは約１２０ｋＨｚのバースト信号が出ている。電源ＯＦＦ時を含めてまとめると次の表になる。
	
	電源
	パターン
	周期
	幅

	
	ＯＮ
	－
	６３ｍｓ
	２４ｍｓ

	
	ＯＦＦ
	１
	８００ｍｓ
	２４ｍｓ

	
	ＯＦＦ
	２
	８００ｍｓ
	１２０μｓ


　電源OFF時のパターンは２種類あり、データとしては混在する。数分間たつと、パターン２のみとなるようだ。MSではUSB接続時に持続する時間が長いように思われる。いずれにせよパターン２では消費電流が最も少ないはずである。
１０－２　MSの電流
　Read SI stationで、電池の使用容量[mAs]が読み取れる。これにより、MSの電源ON・OFF時の待機電流を測定した。その結果、下表のようになった。
	
	
	使用容量の差[mAs]
	推定消費電流

	
	電源ON時
	９０[mAs] / ３０[sec]
	約３ｍA

	
	電源OFF時
	３０１１[mAs] / ３９３２０[sec]

（39320[s]=10H55M20S）
	約０．０８ｍA


　ここでいう電源ONとは、電源ONの待機状態のことであって、SI Cardの挿入や、PCとの通信を行っていない状態である。つまり、実際にSIを挿入するなどの使用を行った場合には、これ以上の電流が流れるということである。

　待機状態でどれくらい電池が持つかを計算してみる。電池が新品（２０００mＡＨと仮定）とすると、

電源ON状態：２０００[mAH] / ３[mA]＝６６６[H]＝２７．８[日]


電源OFF状態：２０００[mAH] / ０．０８[mA]＝１０４１[日]＝３４ヶ月
つまり、まったく使用していなくても、３年もたないということである。
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MS 待機時（電源ON）の磁気出力
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